
（別紙３）

～ 2026年　2月　20日

（対象者数） 17 （回答者数）
8

～ 2026年　2月　20日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

障がい特性が違う中で活動内容の充実や参加の仕方の工夫が

必要

2

活動記録の内容の質の向上やICTの活用を検討

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

必要な研修をアンケート等で聴き取りを行う

2

地域行事への参加やPR、情報発信の方法や手立てを増やす。

3

○事業所名 有限会社　青葉会　障がい児者生活支援施設　ポケットハウス　(放課後等デイサービス)

○保護者評価実施期間
2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者に向けた研修や取組みの開催 ご家族が望む研修内容の設定や講師の等の依頼が課題

地域の福祉施設としての認知度が低い 以前の事業所の体制などから変化していることを知っていただ

けていない。

小集団のなかで特性に合わせて支援を行うことができる 日々の状態に合わせた活動部屋の設定やグループ分けを行って

いる

活動内容の報告や情報発信、写真で様子を確認できる 大きなイベントはその日のうちにご家族や本人が目に見える形

で共有している。

例：

イベントの全体と個別写真を紙ベースで持ち帰る

LINEでのアルバム作成しイベント時の様子を見ていただく

ご家族やご兄弟も参加できる施設イベントを年に数回実施して

いる

イベントの開催情報を広報誌やＳＮＳでの発信を行う。

事業所における自己評価総括表公表


